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HIDE'S VOICE

今年の八坂神社のお祭りは 
無事に終わりました。 
天気も良く、絶好のお祭り日和でした。

私の住む土塔町内会でも、 
神輿の接待や青年会の山車、子ども会と 
それぞれの分野で皆さんが汗をかきました。

6月定例会

わたなべ秀一の一般質問
◉民間企業の撤退が及ぼす影響について
• 北守谷の大型食品スーパー撤退による市の今後
の対応
• アワーズもりやのテナント契約と収支について
 ◇ 現状
 ◇ 今後の方針

◉大学進学における 
教育費の負担軽減について
• 学生の奨学金
• 教育ローン利子補給
• 市独自の給付型奨学金

◉国道294号高架橋下土塔信号を渡る 
歩行者の安全確保について

◉震度計の設置場所について

わたなべ秀
ひで

一
かず

　プロフィール
有限会社 渡辺商店代表取締役
生年月日：昭和47年1月8日
守谷市立 守谷中学校　卒業
茨城県立 守谷高等学校　卒業
千葉商科大学 経営学科　卒業
明治大学公共政策大学院　在学

 守谷市商工会青年部 部長 
がぶりメンチのプロデュース

平成23年 ㈳常総青年会議所理事長
平成24年 守谷市議会議員 初当選
平成24年 守谷市消防団第2分団長
現在 文教福祉常任委員会 委員

広報特別委員会 委員 
地方創生特別委員会　副委員長
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守谷市議会議員 わたなべ秀一　後援会ニュース 2015年 9月号

わたなべ秀一は、八坂神社の祇園祭を守谷市初の無形民俗文化財に
指定する取り組みを応援しております。

国道294号線を渡る、八坂神社本神輿

〒302-0109　守谷市本町260
TEL 090-3234-2809　FAX 0297-48-1487
nabesta1211@yahoo.co.jp

HIDE'S CAFE

 9/5（土）
 13:00～14:30
 10/3（土）
 13:00～14:30

地域を良くするアイディアについて、 
お茶を飲みながら楽しくお話しませんか?

開催場所
わたなべ秀一 
後援会事務所 
（ココス守谷店の向かい）



H
ID

E’S N
EW

S
強
み
と
弱
み

守
谷
を
分
析

国
の『
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
』

事
業
に
よ
り
、
各
地
方
自
治
体
は『
人
口

ビ
ジ
ョ
ン
』及
び『
総
合
戦
略
』の
策
定
が

努
力
義
務
と
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、
守
谷
市
に
お
い
て
は
、
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
策
定
作
業
を
大
方
終
え
た
と
こ

ろ
で
す
。
そ
の
中
で
見
え
て
き
た
守
谷
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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子
ど
も
の
発
熱
に
対
応

体
調
不
良
児
対
応
型
保
育

働
く
お
母
さ
ん
に
と
っ
て
最
も
困
る
こ

と
の
1
つ
は
、
幼
稚
園
や
保
育
園
か
ら
の

急
な
お
迎
え
の
連
絡
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
特
に
守
谷
市
の
場
合
は
、
子
育
て
世

帯
の
多
く
が
核
家
族
の
た
め
、
仕
事
を
早

退
し
て
迎
え
に
行
く
と
い
う
お
話
を
よ
く

伺
い
ま
す
。

例
え
ば
、
近
隣
の
龍
ケ
崎
市
で
は
、
保

育
中
に
発
熱
す
る
な
ど
、
緊
急
的
な
対
応

を
必
要
と
す
る
児
童
を
一
時
的
に
預
か
る
、

『
体
調
不
良
児
対
応
型
保
育
』を
実
施
し
て

い
ま
す
。
平
成
26
年
度
に
は
、
延
べ
利
用

児
童
数
が
３
１
８
７
人
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
も
需
要
の
高
さ
が
伺
え
ま
す
。

守
谷
市
の
場
合
、
龍
ケ
崎
市
の
よ
う
な

児
童
の
一
時
預
か
り
保
育
に
は
対
応
で
き

な
い
の
が
現
状
で
す
。
子
育
て
支
援
の
充

実
は
守
谷
市
の
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
こ
と

か
ら
も
、
こ
の『
体
調
不
良
児
対
応
型
保

育
』導
入
に
向
け
て
、
今
後
、
検
討
を
重

ね
て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
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守
谷
駅
東
口
周
辺
の

ビ
ジ
ョ
ン

『
守
谷
駅
東
口
市
有
地
の
活
用
の
あ
り

方
』に
つ
い
て
、
守
谷
市
総
合
計
画
審
議

会
か
ら
答
申
書
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
そ

れ
ら
を
踏
ま
え
、
２
０
１
５
年
6
月
定
例

会
に
お
い
て
、
守
谷
駅
東
口
周
辺
の
今
後

の
運
営
方
針
に
つ
い
て
提
言
い
た
し
ま
し

た
。
そ
の
内
容
を
一
部
紹
介
い
た
し
ま
す
。

渡
辺　
答
申
書
で
は
、
守
谷
駅
東
口
1.2
ヘ

ク
タ
ー
ル
の
市
有
地
の
活
用
は
、
１
番
目

に
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
で
あ
っ
た
。
仮
に

公
園
な
ど
に
活
用
さ
れ
た
場
合
、
守
谷
駅

東
口
に
行
政
施
設
が
無
く
な
る
こ
と
か
ら

「
ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
に
行
政
施
設
を
」と
い

う
要
望
も
出
て
く
る
の
で
は
？

都
市
整
備
部
次
長　
ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
の

空
き
状
況
に
も
よ
る
が
、
今
後
の
基
本
構

想
策
定
状
況
に
よ
り
、
行
政
施
設
の
開
設

を
検
討
し
た
い
。

渡
辺　
行
政
施
設
の
場
合
、
テ
ナ
ン
ト
収

入
が
見
込
め
ず
、
収
支
が
合
わ
な
い
の
で

は
？

都
市
整
備
部
次
長　
当
然
、
収
入
が
見
込

ま
れ
な
い
行
政
施
設
が
入
居
し
た
場
合
、

ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
の
収
支
は
崩
れ
る
。

渡
辺　
今
後
の
市
の
財
政
の
た
め
に
も
、

三
菱
Ｕ
Ｆ
Ｊ
リ
ソ
ー
ス
と
の
20
年
間
の
事

業
用
定
期
借
地
契
約
を
解
除
し
、
守
谷
市

が
ア
ワ
ー
ズ
も
り
や
を
一
括
で
買
い
上
げ

る
べ
き
で
は
？

都
市
整
備
部
次
長　
期
間
内
に
契
約
解
除

し
た
場
合
、
残
存
期
間
賃
料
相
当
額
を
上

回
る
金
額
で
買
い
取
る
契
約
な
の
で
、
現

時
点
で
一
括
買
い
上
げ
の
考
え
は
な
い
。
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今
後
、
守
谷
駅
東
口
1.2
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

市
有
地
活
用
に
つ
い
て
、
守
谷
市
は
基
本

的
な
構
想
の
策
定
に
入
り
ま
す
。

こ
の
市
有
地
は
、
守
谷
駅
東
口
周
辺
一

体
の
中
心
地
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
有
効
活

用
が
望
ま
れ
ま
す
。
行
政
施
設
や
オ
ー
プ

ン
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
ど
の
よ
う
な
サ
ー
ビ

ス
が
必
要
な
の
か
、
ま
た
、
ア
ワ
ー
ズ
も

り
や
を
含
む
守
谷
駅
東
口
周
辺
一
体
の
賑

わ
い
を
ど
の
よ
う
に
創
出
す
る
の
か
も
踏

ま
え
、
慎
重
に
議
論
を
重
ね
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

例
え
ば
、
低
予
算
で
整
備
可
能
な
都
市

型
広
場
の
よ
う
な
オ
ー
プ
ン
ス
ペ
ー
ス
と

し
て
暫
定
活
用
し
な
が
ら
、
結
論
を
焦
ら

ず
様
子
を
見
る
の
も
一
つ
の
進
め
方
だ
と

わ
た
な
べ
秀
一
は
考
え
ま
す
。

守
谷
駅
東
口
周
辺
一
体
が
守
谷
の
新
し

い
顔
に
な
れ
る
よ
う
、
引
き
続
き
、
そ
の

動
向
を
注
視
し
て
ま
い
り
ま
す
。

守谷市議会議員 わたなべ秀一　後援会ニュース

守谷の現状と課題

強
み

今後も少なくとも短期的には人口増加が継続

人口増加を支えてきた継続的な住宅供給

『住みよさランキング』に代表される良好な生活環境

つくばエクスプレス開通による交通の利便性向上

弱
み

10代後半～20代の年齢層が相対的に低い。これは
進学・就職時期の市外転出が影響

近い将来、一部の地区で超高齢化や人口減少に直面
する懸念

出生数が減少トレンドにあり、中期的に死亡数が出
生数を上回る自然減に転じる可能性がある

機
会

（
積
極
的
に
活
か
す
べ
き
環
境
）

市民が理想とする子ども人数（2.39人）

私立小学校の開設等による、多様な初等教育環境の
整備の進展

移住や複数の生活拠点に代表される、新しい暮らし
方の関心の高まり

脅
威

大規模・集中的な新規住宅供給が見込めない

つくばエクスプレス沿線自治体間での競争激化


